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＜連絡事項＞

・防災委員会～今月中に緊急連絡網の稼動確認を行う予定である。


・山田吉夫様～症例検討会を9/12(水)13：30～西Ｂミ―ティングルームにて行う。

・五日市規様～9/13（木）よりにデイケア正式予定。

・ＰＳＷ　荒沢　恵子様の通所実習は10/2(火)～10/5（金）を予定している。

・心理より9/28(金)17：30～19：00　ＳＳＴ研修を青陽館１Ｆにて行う予定である。

・9/12（水）13(木)看護学生が通所見学予定で来所する。

・今期分の転倒転落シートを来週中に記入し完成させる。

・学術関係より～毎週月、水のストレス緩和の時間を利用し弁当持参の利用者様を対象に話し合いを４週間行う予定である。

＜青明舎登録者情報交換＞
宮　陽子　様　～訪問３０分前に電話連絡入れ、訪問したい旨伝えると、了承している。

自宅を訪ねると、玄関は開け放たれており部屋も開け放たれていた。不機嫌な表情で何を聞いても強い口調で答えていたが、新人スタッフに対しては、「どこに住んでいるの？」「何歳なの？」「独身なの？」「今度は貴方が来て欲しい。」と興味があるようだった。訪問スタッフに貴方はもう来ないで。他の人にも言っておくけど貴方は来ないで。と特定のスタッフの受入れに拒否的な発言をされている。１０分程で訪問を終了している。

鈴木　茂子　様～室内は整理整頓されており、小遣い帳も漏れなく記入している。麻雀の道具を友人と共同購入したとのこと（実際は、本人は麻雀パイを提供したとのことで、その他のものを友人達が購入している）。本人に指摘するが、「問題はない。大丈夫」と話している。麻雀の道具を揃えたことで、今後トラブルに発展することがないよう、遊び方に気を付けるように伝えると、本人は「わかっている。大丈夫」と話している。

佐藤　朗子　様～「職場の同僚から愚痴を言われるが、もう聞きたくない。ストレスが溜まるからどうにかしたい」と相談あり。数日後には最近は、愚痴を言わなくなったため、「愚痴を言わないで欲しい」と言う気持ちを同僚へ伝えなくても良くなったとのこと。今週末に仙台に遊びに行くのが楽しみだと話す。仙台に行ったら牛タンやラーメンなど食べてきたいと思っているとのこと。大学の勉強については、２教科のみのため大丈夫だと話す。

下妻　康貴　様～アパートの火災保険の更新時期で、29000円程かかるとのこと。保証人の書類もできているという。不動産屋に行き、申込書を持って行った時にそのまま支払いができるか確認すると話している。受診時に職場を変えようか迷っている事を主治医に相談している。悠湯の里で仕事があれば興味がある為、働きたい事を話している。

松川　順子　様～小遣い帳をつけており、大きな出費以外は無駄遣いは見られない。

上久保　善朗様～体調を問うと、「眠いだけ」と答えている。睡眠時間はいつもと変らないとのこと。家業である農業も今は忙しくないとのこと。夏の疲れが出てきているかもしれないことを伝えている。生活保護や青山荘、グループホームについての質問が多く、それぞれについて説明している。質問は多く聞かれているが、具体的に考えている様子ではない。

大久保　恒夫様～彼岸には兄弟を代表してお寺にお金を納めてくる予定とのこと。妻と共通の友人との関係について話す。妻の友人は自己中でわがまま。それを直せないなら、（関係が切れた）今のままでいいと妻様に伝えているとのこと。

高柳　和子　様～変化なく過ごしているとのこと。戸締り表を自分で作り安心して生活しているとの事。

＜グループホーム利用者様情報＞

板橋　利美　様～病室を移ったと報告している。病状が安定したら胆嚢の手術を行う予定である。

平　　康子　様～部屋はゴチャゴチャと散らかっており、鍵を無くしたと探している。最近は日中に眠気があるとの事。夜、布団に入っても全く眠れないとの事。睡眠時間の確認を行っていく。

＜疾患別診療計画書作成＞

種本　サハ　　様(72)女性　　診断名：統合失調症　　既往歴：糖尿病、貧血、膝関節症

学歴：南部中卒　　職歴：服店、工場作業員等

治療歴

Ｓ６２～社会復帰援護施設「いちい荘」入居

Ｈ9～生活訓練施設「青山荘」入所

Ｈ１１～グループホーム「あおぞら」入居

Ｈ１１～共同作業所「うみねこ幸房」通所

現症

・タクシー代が月に８千円かかり支払いが大変な為、通所に行きたくないと話している。

・身体疲労のため、本人は、デイケアを週に1回は休みたいと話している。主治医に相談するように伝えている。

・余暇時間にはロッカー室や作業室にて横になっている。プログラムに遅れる事もしばしばある。

・今の生活が何も出来ない為、南山苑に行きたいと話している。

・病状悪化や体調が悪くなると無為、自閉になる。

・プログラム参加時にはスタッフの顔を見て評価を待っている様子が見られる。

・実家の天理教教会に月に３万円のお布施を支払っている。

・服薬のセット時に間違いがある。

・グループホームにて生活をしており、他の特定入居者に対し気を遣い過ごしている様子。

・デイナイトケア特定男性利用者から避けられている様子であるが、トラブルに至る事はない。

・服薬ボードを用いて自己管理を行うが、疲労や些細な環境の変化に伴い、忘薬・誤薬をする

事が度々みられる。

・自炊を行っており、栄養士から野菜不足を指摘され、野菜中心の食事をとるよう努力されている。
長期目標

病状安定し、生活リズムを崩さない生活を送る。

中期目標

①薬の管理が出来るようにする。

②BMI標準値内（標準体重46ｋｇ）を維持し、血液検査HbA1ｃとFPGが基準値内で安定させる。

短期目標

①日課をスムーズに行い、週5日通所に通い、生活リズムを確立し、薬は間違わずに服用出来るようにする。

②帰宅後の間食は食べないようにする。

実施計画

①疲労に伴い活動性が低下する可能性あり、欠席を訴えた際は通所へ来ることを促していく。

②来所時に、服用した薬包の確認を行い、服薬ボードへの薬のセット確認を行う。

③帰宅後の食事や間食について確認し、糖尿病食の説明と振り返りを行う。

検討結果

言語化する事によって現症を確認し、このまま計画を継続していく。

＜外来情報＞

植村　廣隆様～今週の金曜日からデイケア利用が増える。鼻水が出ている為、漢方が

１週間分処方となる。

繁名　和恵様～日中の眠気を訴える。コントミン止めになる。

